
西陣織や京友禅をはじめ、京焼・清水焼、竹工芸、仏壇仏具な
ど多種多様な伝統工芸が職人の高度な技によって生み出されて
います。また、茶道・華道・香道や能・狂言、京舞など日本を
代表する伝統文化が盛んです。

京都が平安京の地として選ばれたのは、昔の風水でその地形が都にふさわしいとさ
れたからです。四つの神（玄
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）に守られているような地の
ことで、これを「四
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相
そう
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の地」といいます。船岡山
ふなおかやま

が玄武、巨椋池
おぐらいけ

が朱雀、鴨川
が青龍、山陰街道が白虎です。

歴  史  

自  然  
三方を山々で囲まれた京都盆地には、穏やかな自然が息づいて
います。京都の自然は、景観保護や環境対策により守られなが
ら、また人々に親しまれながら、四季折々の美しい姿を見せて
います。

“日本の文化”その精神にふれられる京都 

伝  統文化  

平安京が造営された794年以来、1000年以上にわたって都であ
り続けてきた京都には、各時代の文化遺産や史跡が点在してい
ます。国宝や重要文化財など貴重な文化財も多数あります。名
所見学は絶好の歴史学習の機会です。

平安京復元模型：京都市平安京創生館
（京都アスニー内）にて展示（ｐ23）
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…寺院・神社

…一般施設・建物

…史跡・名勝

…バス停留所

…石碑など
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古くから職人が活躍してきた京都は、今もものづくりが産業の
中心です。繊維産業など伝統的な工業からハイテク産業・先端
産業へ分野を拡大する一方、観光がさまざまな産業と関連しな
がら京都経済を支えています。

うなぎの寝床をはじめとする昔ながらの京町家、人々が話す京
ことば、京料理に代表される食文化など、京都の暮らしには独
特の文化が生きています。修学旅行でもその一端にふれること
ができるでしょう。

数多くの歴史的文化財を有する京都は、年間を通じて観光
客が絶えず訪れる国際文化観光都市です。
平安遷都以来1200年以上にわたる歴史の中で育まれてき
た文化や伝統は、今も京都のまちに息づいています。
長い歴史を見守ってきた美しい自然に囲まれたまちで、
人々によって支えられ続けている京都の奥深い魅力にぜひ
ふれてください。

暮  らし  

産  業  
Click !!ホームページ内検索 

他にもいろんなスポットで検索してみよう！！ 

※京都市の修学旅行生用ホームページ「きょうと修学旅
行ナビ」と本誌をあわせて活用すると、京都について
さらに詳しく調べることができます。（p39参照）


